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１．はじめに  

旧橋桁撤去は，旧橋桁について施工時の情報が不足

していることが多く，新橋桁架設よりも一般に難易度

が高い．また，線路上空部は列車運行や架線によって

施工条件の制約を受ける．本稿では，施工方法の異な

る２つの工事において，線路上空部での旧橋撤去にお

ける種々の技術的検討を行い，施工計画の策定及び施

工を実施したので報告する． 

２．過去の施工事例の調査 

今回対象とする湯本，昭和橋こ線橋の施工計画を策

定するにあたり，過去の旧橋桁撤去施工事例としてク

レーン工法１件，架設桁工法１件を調査した．工法選

定や旧橋桁の重量，施工時間等を整理した結果，施工

計画策定時の留意点として，以下の点が挙げられた． 

2.1 施工方法の選定 

施工方法の選定にあたってはヤード条件，線閉き電

停止間合等から工法を選定し，旧橋桁が不安定な状態

とならない施工計画とし，全体の工期や工事費を考慮

して，総合的に判断し，現場条件に合った施工計画と

することが重要である． 

2.2 正確な桁重量の把握および縁切り方法 

いずれの施工方法においても，桁重量が異なった場

合設備の見直しが必要になるため，正確な重量の把握

が重要である．しかし，旧橋が供用中の場合はジャッ

キアップによる重量測定ができないため，事前に構造

寸法の現地調査を行い，単位重量から精度の高い旧橋

桁重量を推定する必要がある． 

３．常磐線湯本こ線橋における施工計画 

湯本こ線橋は，在来線と河川上空に架かる６主桁の

合成桁で撤去桁の桁長は 31.5m である．作業ヤードが

狭隘であるがクレーンが設置可能であったため，クレ

ーン工法を選定した．施工計画の課題を以下に述べる。 

3.1 施工方法の選定 

1）床版仮受方法 

床版撤去時，床版を切断すると主桁との縁が切られて 

 

 

不安定な状態になる．また，線路上空部は夜間作業と

なり時間の制約を受けるため，施工のトラブル等で作

業が中途で終わるリスクがある．したがって，安全な

状態で列車を運行させるためには，仮受が必要となる．

仮受には，設計上必要な耐力と施工性の両方を確保し

なければならない．このため床版の下に梁材を渡し，

床版重量に加えて約 400kg のコンクリートカッターと

作業員の重量にも耐えうる構造とした．これにより，

安定した状態で連続した切断作業が可能となった． 

2）床版および桁の施工条件 

切断時に発生する水が線路上に落下する可能性があ

るため，床版の切断は線路閉鎖とした．切断ステップ

は，基本的に１列ずつであるが，最後は施工時の作業

スペースを考慮して２列ずつとした．切断した床版の

吊り上げ旋回は，200t 吊オールテレーンクレーンを用

いて桁の外側を旋回するため，き電停止にて撤去する

計画とした． 

3.2 正確な桁重量の把握 

旧橋桁の財産図がなく，現橋が供用中はジャッキア

ップによる重量の測定ができないため，施工段階で夜

間き電停止にて線路上空部の桁の外寸を調査して重量

を算出した．さらに，床版の厚さなど不明確な点があ

るので，車線切換後に再度ジャッキアップや床版のコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 湯本こ線橋 旧橋桁撤去計画 
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ア抜きにより桁重量を算出し，想定と大きな差異がな

いことを確認した． 

４．奥羽本線昭和橋こ線橋における施工計画 

昭和橋こ線橋は，奥羽本線の上空に架かる 32 主桁の

ＰＣ桁で桁長は 12.0m である．狭隘な作業ヤードであ

り，クレーンでの一括撤去は重量的に難しいこと，分

割撤去では線路上空作業が増大することから架設桁に

よる一括撤去を採用した．復元図から重量を想定した

上で形状等に大きな相違がないかを事前の現地調査に

よって確認した．旧橋桁撤去施工計画の課題は，縁切

り方法，耐震設備の検討，サイクルタイム作成時のリ

スク管理である． 

1）縁切方法 

桁支承アンカーボルトの状態を確認するため，パラ

ペットの撤去を一部に限って桁撤去よりも前に実施し

た．これにより，桁支承アンカーボルトの位置と本数

を把握するとともに，桁吊上げ時の荷振れ防止のため

桁支承アンカーボルト周辺をコア削孔で縁切りした．

桁の縁切り方法は，桁下からジャッキアップする方法

が一般的である施工性や工事費の面からガーダー上の

桁吊上台車を用いて，桁重量の 75％の荷重を支持し，

水平ジャッキにより桁を水平移動させることで桁の縁

切りを行うこととした． 

2）耐震設備の検討 

仮設設備の耐震性能は，列車を運行させるか状況か

否かで要求性能が異なる．設計水平震度の設定は，列

車を運行させる場合は Kh=0.8，それ以外は Kh=0.2 とし

て，各条件下で必要な耐震性能を確認した． 

3）サイクルタイム作成時のリスク管理 

桁撤去は作業開始以降，桁を橋台背面に移動完了す

るまで線路閉鎖き電停止を解除することができない．

そこで，列車遅延とジャッキ故障時の交換時間の両方

を考慮し，最遅工程から逆算した中止判断基準を設定

することで，リスクの低減を図った． 

５．施工実績 

旧桁撤去計画と実績について表考察する．湯本こ線

橋における主桁の撤去は，３施工日とも計画した所要

時間を前倒して作業が進捗した．き電停止作業である

ブーム旋回～取り下しまでが計画 125 分に対して実績

60 分ほどであった．これは，支承連結ボルト解体が難

航した場合に備えて計画 40 分としていたが，実績 5分

であったことが主な要因である．一方で，巻上げ時に

桁と鋼製沓の接着によって想定以上に桁が競った状態

となり，事前の縁切り確認が不十分であった可能性が

ある．これに対して，昭和橋こ線橋で実施した水平方

向の縁切り方法は，完全に縁切りされたことを確認で

きたため，有効であったと考える． 

昭和橋こ線橋における旧橋桁の縁切りは，桁重量

（186.3t）の 75%の力を鉛直ジャッキに負担させた状態

で，水平ジャッキ 4 台で横押しを行った．約 400kg/台

で横移動開始，その後は 250kg/台以上に力が上がらな

い状態となり，縁切りされたことが目視で確認できた

ところで終了した．旧橋桁撤去は，桁吊り上げが計画

40 分に対して実績 38 分，桁水平移動が計画 40 分に対

して実績 42 分とほぼ計画通りであり，サイクルタイム

の設定は適当であった． 

表 計画作業時間と実績 

 作業内容 計画（分） 実績（分） 

湯本 

こ線橋 

床版切断 165 66 

床版吊上撤去 30 30 

主桁撤去 125 60 

昭和橋 

こ線橋 

桁縁切り 20 25 

桁撤去 80 80 

耐震設備設置 40 80 

６．さいごに 

今回策定した施工計画では，詳細な調査により正確

な桁重量を把握した上で，旧橋桁が不安定な状態とな

らない計画とした．今後は旧橋の調査期間や施工計画

の検討期間を考慮した工程とすることも重要である． 

 

図 2 昭和橋こ線橋 旧橋桁撤去計画 
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